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研究成果の概要（和文）： 

室町時代は日本の伝統文化の形成された時代であるといわれている。本研究では、さまざまな

理由によってこれまで全体像が把握されていなかったこの時代の公家や僧侶の日記を解読し、

出版やデータベースの作成によって、その全文紹介を進めた。また日記に登場する人物につい

て研究し、室町文化の形成を考える上で不可欠な人物データベースを作成した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
It is said that Japanese traditional culture was formed in Muromachi period. In this study, 
we deciphered diaries of aristocrats and monks of that period, which had not been clarified 
overall picture due to various reasons, and proceeded to introduce the result by 
publishing and database creation. In addition, we researched the persons written on the 
diaries, and created the database of them, which is useful for research of Muromachi 
culture.  
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１．研究開始当初の背景 
室町時代は、いわゆる「日本的な」文化様

式や美意識の成立した時代だとされる。その
文化は、公家・武家・僧侶・町衆など異なる
階層それぞれで育まれてきた文化要素の接触
と混淆から生じたと考えられる。したがって、
当該期における諸階層の文化的な営為や、階
層をこえた人的交流の実態を明らかにするこ

とは、日本の伝統文化成立の基層を解明する
うえで必須だといえる。 
ところが、文化史研究の現状は、東山文化

の推進者とされる足利義政や、著名な連歌
師・茶人・絵師など、文化史上における頂点
的な人物に焦点をあてた研究が大半であり、
室町文化の広大な裾野を形成した、文化史的
には無名な人々の文化的な営為や、人的交流
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の具体相についての研究は進んでいない。そ
の理由の大なるものとして、当該期の研究の
ための史料的な環境が十分に整備されていな
いことが挙げられる。具体的には、以下のよ
うな問題である。 
①室町時代の文化を研究するために重要な史
料でありながら、全容の明らかでない古記録
が存在している。 
②存在は既知であるが、自筆原本の接続の混
乱、諸写本の比較検討の困難さ、などの理由
から公刊に至っておらず、拠るべき底本が不
明確な古記録が多数存在する。 
③平安・鎌倉時代については、主要な古記録
の相当部分のフルテキスト・データベースが
作成されているのに対し、室町時代の古記録
の全文データベース化は寥々たる状況にある。 
④平安・鎌倉時代と比べて、人名索引などの
ツール類の整備も進捗していない。 
 
２．研究の目的 
上記のような史料的な環境の改善をはか

り、室町文化をささえた人的基層を解明する
ことが本研究の目的であるが、そのために具
体的には以下の諸点を明らかにしていく。 
①室町文化史の研究の素材として重要な史
料であると考えられながら、判読の難しさ、
原本の散逸、写本相互比較の不足などの理由
によって、確定したテキストが存在していな
い室町期の古記録についての研究をし、その
全容を明らかにするとともに底本を確定し、
全文解読を進める。 
②公刊済みの基幹的な古記録複数について全
文データベース化をすすめる。またツール類
の整備が特に遅れている室町時代後期の複
数の古記録を対象に人名索引データベース
を作成する。ここで作成したデータベースは、
校正完了後速やかに東京大学史料編纂所（以
下、史料編纂所）より WEB 公開を行い、一般
の利用にも供することになる。 
③以上の成果を利用しつつ、各階層の文化的
な営為、階層をこえた交流を具体的に解明す
る。それによって、日本の伝統文化の成立を
支えた、文化史的には無名の個人や、人的な
ネットワークの存在を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
①室町時代古記録の調査・収集・諸本研究お
よび底本の確定：室町時代の古記録のうち刊
本として利用可能になっていないもの、ある
いは利用可能ではあるが校訂に問題のある
ものについて、所在情報を調査し、必要なも
のについて写真による収集を行い、諸本研究
をすすめることで拠るべき底本を確定する。
特に、公武の人的交流の要に位置した武家伝
奏や外記系官人の日記の研究に重点を置く。 
②室町時代古記録のデータベース化：公刊済
みの基幹的な古記録、および一部未刊古記録

について全文データベースを作成する。 
③室町時代古記録人名の研究：室町中期の古
記録に登場する人名について研究し、その成
果を刊本、または人名索引データベースの形
態で公開する。 
③室町文化の基層の解明：上記①～③の成果
に依拠しつつ、室町文化を支えた各階層の文
化的な営為と階層をこえた交流とを明らか
にする。 
 
４．研究成果 
室町中期の未刊古記録４点についての全

文解読を行い、その成果公開を開始した。い
ずれも室町文化の人的基層を解明するうえ
で、質量ともに豊富な内容をもつものであり、
今後の室町文化研究の基礎資料として学界
で広く活用されることは疑いない。また既刊
古記録のうち大部なもの１点についての全
文データベース、１点についての人名データ
ベースを作成・公開し、学界における史料活
用の利便性の向上に大きく貢献した。 
具体的に行った古記録研究は以下のとお

りである。 
①室町中期の古記録のうち、未刊となってい
た『兼宣公記』『綱光公記』『宗賢卿記』の諸
本を調査、ならびに全文解読を行った。その
成果公開は本研究の期間内にすでに開始し
ているが、平成 24 年度以後も、別途経費に
よって継続していく予定である。 
②研究期間中に新たに存在が明らかになっ
た『師胤記』についての研究と全文解読を行
った。研究成果は論文として公表し、全文の
紹介は平成 25 年度に別途経費によって開始
する予定である。 
③公刊済みの基幹的古記録のうち、『蔭凉軒
日録』の全文データベース、『親長卿記』の
人名データベースを作成し、史料編纂所ＨＰ
より公開した。 
④内容的な難解さで利用が困難とされてい
た『碧山日録』の人名、地名、記述内容につ
いての研究を進めた。その成果を組み込んだ
刊行物は、史料編纂所より『大日本古記録』
として平成 24年度より開始する。 
⑤以上の研究を踏まえた論文『東京大学史料
編纂所研究成果報告 2011－4』に発表した。 
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